
研究論文

経営学部 における教育へのICT活 用の試み

一作業負担軽減 のICT利 用から学習者 のためのICT利 用へ一

穂 積 和 子

1.は じめ に

ICT(情 報 コ ミュニ ケ ー シ ョン技 術)【 注1】 の 進 展 は大 学 の教 育 の 方 法 に多様

化 をもた らした。 ノー トパ ソコン とプ ロジェクタを用いて、プ レゼ ンテ,_....,ション ソ

フ トで 作成 した ス ライ ドを示 しなが ら授業 を行 うことは特別 なこ とでは無 くなって

きてい る。 またWeb上 に教材 を提 供 した り、Web上 に小 テ ス ト問題 を置 い て学 生 に

解 答 させ るプ ログ ラム も簡単 に開発 で きるよ うになってきた。ICTが 様 々 な面 で 、

組 織 業務 の効 率化 や 従業員 の創 造性 の発揮 に役 立ち、多 くの企業で利用 されている

のはそ の効 果があ るか らである。大学 において もICTを 利 用 して 教員 や 学 生 がそ の

恩 恵 を十分受 けることができ る時代 となって きた。

しか しなが らキ ャンパ スの情報化 をは じめ と して教 育へ のICTの 活 用 は 企 業 のIC

Tの 活 用 に比較 して遅 れ て い る と言 わ ざるを得 ない。e-japan構 想 を は じめ と して情

報 を活 用す る教育は小 中高等学校 にまで浸透 しは じめ、教 育の情報化 の声の トー ン

も大きいもの となってきた。 その対応 を迫 られているのが多 くの大学の現状である。

しか し大学全体 として教育への情報化 を一斉 に行 うことはなかなか難 しい。 それ

は個 々の教員がICTを 活 用 した い と思 わ な い か らで あ る。活用 したい と思 うた めに

はその効用 を教員 が理解す る必要 がある。 しか し情報 を専門 としない教員 に とって

はICTの 活用 には 障壁 が あ る もの で あ る。私 立大学情報教育協会で は教員 へのICT

利 用 の啓 蒙 活 動 と して 、 大 学や 学 部 での情報化 の取組 を紹介す るだ けでな く、ICT

に縁 の無 か った一 般教 員 がITを 活用 す る よ うにな った 経験 を紹 介す る 「授業改善奮

戦記」 の コー ナー を用 意 してい る 【注2】 。 こ こ には 失敗 談 を含 め た教 員 のICT利

用 の体 験 がつ づ られ て い る。 しか し一度、ICT利 用 の体 験 を してそ の利 用 効果 を理

解 す ると、その後 の活用方法はICT提 供 者 側 が 期待 して い た以 上 の もの とな るこ と

が多い。
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本稿には筆者が今まで実践 してきたICT利 用の教育の小 さな試みを紹介 している。

それは 【注2】 にあげられている例のよ うに革新的なものではなく、ICTの 提供側

が期待 している範疇での利用である。本稿の目的はこの実践をとお して、ICTを 利

用するとどのように教員の作業負担が軽減 されるか、ひいては学生の学習のために

どのように貢献できるかの資料 となることである。ICTを 使 えば新 しい教育ができ

るとは限らない。 しか しICT利 用の実践の積み重ねが、教育方法への変化に繋がる

と考えてお り、新 しい取組への触媒の効果を果たすことができることをも期待 して

いる。

2.ICTとe-Learning

(1)教 育 ・学 習 支 援 の 概 念 用 語

IT(情 報 技 術)と い う用 語 は 一 般 的 に 利 用 され る 言 葉 で あ る 。 しか しそ こ にC

(Communication)が 入 りICTと な っ た の は 、ITが 情 報 を 処 理 す る だ け で な く コ ミ ュ

ニ ケ ー シ ョ ンの 道 具 と して 有 用 で あ る こ とが 認 識 され る よ うに な っ た か らで あ る。

コ ン ピ ュ ー タ を 用 い て 教 育 や 教 育 を 支 援 す る用 語 もCAi(ComputerAssisted/Aided

Instruction)か ら始 ま っ て 、CBI(ComputerBasedInstruction)、CAE(ComputerAided

Education},CMI(ComputerManagedInstruction),ITS(lntelligentTutoringSystem),

ICAI(IntelligentComputer-AidedInstruction)、CSCL(ComputerSupportedCooperative

Learning)な ど と そ の 時 々 の 時 代 の 技 術 に 対 応 して 作 られ て き た 。CAIは1950年 代

か ら使 わ れ て い る。 しか し利 用 す る 際 の 費 用 の 高 さや 学 生 の 利 用 環 境 の 準 備 が で き

て い な か っ た こ と に よ り、 十 分 に普 及 して き た と は 言 え な い 。

(2)e-Learningの 定 義

こ こ数 年 の イ ン タ ー ネ ッ トの急 速 な 普 及 は 、 バ ー チ ャル ・ユ ニ バ ー シ テ ィ 、 オ ン

ラ イ ン 教 育 、 そ し てe-Learningと い う用 語 を 生 み 出 して き た 。 最 近 で はe-Learning

とい う用 語 が 良 く用 い られ 、 特 に 企 業 で は 新 し い ビ ジ ネ ス と し て 多 く の 企 業 がe-

Learningビ ジ ネ ス に 参 入 して い る 。1999年 に 使 わ れ 始 め たe-Learningの 用 語 は 、 現

在 で も定 義 す る 人 に よ っ て 定 義 は 異 な っ て い る。

情 報 学 事 典 で は 「コ ン ピ ュ ー タ ・ネ ッ トワー ク を利 用 し、 電 子 的 に配 信 され る教

材 を 使 っ て 学 ぶ 利 用 形 態 」 と あ る 【ll。eラ ー ニ ン グ 白書 で は 「情 報 技 術 に よ る コ

ミュ ニ ケ ー シ ョン ・ネ ッ トワ ー ク な ど を使 っ た 主 体 的 な 学 習 で あ る 」 【2】。 マ ー

ク ・ロー ゼ ンバ ー グ は 、e-Learningの 基 準 を 次 の もの と して い る 【3】。

・ ネ ッ トワ ー ク を 活 用 し
、 瞬 時 に 更 新 、 検 索 、 配 布 、 共 有 を行 う こ と
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・ イ ン ター ネ ッ ト技 術 を活用 し、 コンピュー タを介 して配信す るこ と

・ 伝統的な訓練(ト レー ニ ング)の 枠 を超 えた学 習 ソル ー シ ョンである こと

よ り分 か りやすい もの と して、清水康敬 【4】は 、e-Learningを 「デ ィス プ レイ

の提示 内容 に対 して、能動的な学習者 が、イ ンタ ラクテ ィブに学ぶ形態」 と し、

・ イ ンターネ ッ ト利用 を含 むがそれだけで はない

・ 遠隔教育 を含 むがすべてではない

・ 今後 の展開 を考 えて利用技術で定義 しない

と説 明 してい る。 さらに 「提 示機 能 」、 「チ ュー タ リング機能 」、 「対話機 能 」 が

e-Learningシ ステ ム と して 必須機 能 と して い る。

(3)e-Leamingを 実 現 す る技 術

こ こに示 され た機 能 は、電子 メール、電子掲示板 、ネ ッ トワーク上の ファイル共

有、 グル ープ ウェアな どの誰で も利用 可能 なICTを 用 い て 実現 す る こ とが で き る。

また遠隔教育等を実現するためにはそれを支援するLMS(LearningManagementSystem)

と呼 ばれ る シス テ ムが 必 要 とな る。一般 的なLMSが 持 つ機 能 と して は 、教材 作 成 、

教材配信、コ ミュニケーシ ョン、成績進捗管理、カ リキュラム管理な どがある 【6】。

教材 作 成 、教 材 配 信 、 コ ミュニケーシ ョンは既存 のICTを 用 い て実 施 す る こ とが で

き る。 また学 生の成績進捗管理について もデー タベ ース管理 システ ムな どでシステ

ム を作 ることもできる。 しか しe-Learningを 統 合 的 に実 現 す るた めの シス テ ム と し

て、各社 か らe-Learning用 の プ ラ ッ トフ ォ ー ム が販 売 され て きた。 それは さま ざま

なICTを 個 別 に利 用 しな くて も、そ の世 界に閉 じて行 うこ とができるか らである。

市販 されているLMSは 、 そ の提 供 機 能 の レベ ル か ら、教務事務 システ ム と連携す

ることので きるBlackBoardの よ うな統合 教 育環 境 シス テ ム 、WebCTの よ うな 統合 型

e-Learningシ ステ ム 、WebClassやNetTutorの よ うな教 材 作 成 と成 績 管 理 機 能 だけを

持 つ安価なLMSに 分 け る こ とが で き る 【注3】 。

(4)e-Learningの 利用 形 態

大学 で のe--Learning利 用 形 態 として は 、 単位 認 定 のた めのオ ンライ ンコー スの提

供 、大学間または大学 内の遠 隔地 を結んだ授業の配信、遠 隔地 を結んだ協調学習、

そ して 自己学習のための教材 の提供 も含 まれ る。 これ らオ ンライ ンだけに よる利用

形態でな く、対面式の集合型の授業 を組合せ たブ レンデ ィング型の利用形態 もある。

ブ レンデ ィング型 は両者 をサン ドイ ッチに して利用す るものであ り、オンライ ン教

育 より教育効果が あるとい う意見 も多い。対面式 の授業 を行 い、学生に 自己学習 を

行 わせ 、学生の学習成果を見た後、その成果に基づいて授業 を行 うこともe-Learning
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に含 まれ るとい うこ とである。

(5)e-Learningの 品質

e-Learningは 提供 す るオ ン ライ ン コー ス の質 が重要で あ り、その品質 を高 めるた

めの様 々な調査が行 われ てい る。それ らの調査報告書や共通 ガイ ドライ ンには質の

向上 のための重要 な事項 として次 の ことが示 されている 【5】。

・ 教 員 と学 生 、学 生 間 の相 互作用を高めること

・ 学生 の質問に対す る適切且つ迅速 な同答 ができること

・ 学生 か ら提 出 された課題への建設的な フィー ドバ ックがで きること

コミュニケー シ ョンの道具を活用す ることによって、学生の学習 に効果 をもた ら

さなければな らない とい うことである。

(6)e-LearhngとICTの 利 用

e-Learningと はICT技 術 を用 い 、 か っLMSの 援 用 を受 け て 、 学 生 が 主 体 となる よ

うに、教育の質 を高 めるための概念 ととらえることがで きる。 しか しLMSを 用 い な

く ともガ イ ドライ ンで示 された よ うな項 目を実現す るた めの教育 は、誰 で も利用可

能 なICT技 術 を用 い て 今 ま で 大 学 で 行 われ てきた。e-Learningは(1)項 で 述 べ た教 育

の概 念 用 語 の1つ で あ り、教 育 を支 援 す るた め にICTは 以 前 か ら活 用 され て き て い

る ので あ る。

教育 におけるイ ンターネ ッ トの利 用が多 くなってきた現在 、大学では どの よ うに

ICTを 利 用 しよ うと してい るので あ ろ うか。 これ について次 章の3章 で述 べ る。

その あ と、4章 で はICTを 利 用 した経 営 学部 の情 報 活用 の実践 につ いて、5章 で はLMS

を用 い た教 育 の 実践 につ い て述 べ てい く。

3.大 学 で の イ ン タ ー ネ ッ トの 利 用 状 況 と教 材 開 発

イ ンターネ ッ ト技術 は誰 で も簡単 に利用で きるため、それ を教育 に利用 したい と

考 えてい る大学 は多い。 ここでは、大学がICTを どの よ うに利 用 した い と考 え てい

るかや 、実現す る上 での問題点 を示す ことで大学のICT利 用 の現 状 を示 す。

表1は メデ ィア 開発 セ ン ター 作成 の 「イ ンターネ ッ ト利用 の程度」 のアンケー ト

結果 の うち、「積極 的に利用 したい」 と 「ある程度利用 したい」を合 計 し、そのパー

セ ンテージの大 きい順 に並び替 えた ものである 【7】。

表1の うち、斜 体 で示 した も の が授 業でのイ ンターネ ッ トの利用 である。10位 ま

での利 用 につ い ては 、現 在 のICT技 術 を利 用 して容 易 に行 うこ とが できる。 しか し、

15位 の 「録 画 した授 業 のwwwへ の搭 載 」 に な る と半数 の機 関 で しか利用 したい と
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表1高 等教育機関におけるインターネッ ト利用要求の程度

インターネット利用の程度
パーセンテージ

(注)

1 電子メールや電子掲示板による事務連絡 100.0

2 図書資料のデータベース化 100.0

3 電子図書館の活用 98.2

4 … ヘアクセヌして贅料を篠 させる授業 96.4

5 宥子メールや唐子掲示叛による学生からのレポーみ等の提出 96.3

6 研究活動・機関の出版物の公開 94.6

7 電子メールや電子掲示板による授業への質巖 付 90.9

8 ホーム!0一 ジを観1し た教 材 の提 浜 87.2

9 ホームページを瑚 した学塗の借報交換 78.2

10 学塗潤の講 のための霞子掲示板やメー〃ンクツヌみの提供 70.9

1! 勉磯闘との単位互換による授業 70.E

12 … 乙とでの公嚴講座 65.4

13 海外機戻アとの学空との交読hによる学習 62.7

14 インターネット利用によるテレビ会議 58.2

15 録画した授業の階 へのa 50.9

16 単位を発行するオンライン授業 33.5

(注)「 積極 的 に利 用 したい」、 「ある程度利 用したい」の合計パーセンテージ数

思っていない。 これは授業 を録画す る とい う作業が必要にな り、容 易に行 えない こ

とも原 因の1つ で あろ う。 ま た16位 の 「単位 を発 行 す るオ ン ライ ン授業」 になる と

約1/3の 機 関 しか利 用 した い と思 って い ない。 これは、オ ンライ ン授 業 と して コー

スが完成 してい ること、またLMSが 必 要 とな る とい う理 由だ け で な く、教材 開発

の負担、 コ ミュニケー シ ョンを含 めた運用 な どの負担がかかるか らである と考え ら

れ る。

同 じ実態調査 の資料 に よる と、マルチ メデ ィアやICTの 導 入 や利 用 に 関 して約9

割 の機 関 が積 極 的 で あ る もの の 、 メデ ィア教材 を 自作 している機 関 は1割 に満 た な

い 【8】。 そ の 理 由は 、 「教 材 の 制 作 が容易でない」 と答 えた機 関が9割 を超 え て い

る こ とか らも伺 え る 【9】。 また教 材 開発 に っい て は1つ の コー ス ウェア を 開発 す る

た め に1000時 間 を使 っ た とい う報 告 も あ る 【10]。 教 員 が マル チ メデ ィア教材 を 自
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作するための学内組織などの組織的支援はまだ35%程 度の組織 しか行われてお らず、

民間企業への外注が15%も あることか ら、教材開発 についてはまだまだ難 しい問題

があると考えられ る 【11】。

しか し表1の8位 の 「ホームページを利用 した教材の提供」については87%の 機関

が利用 したい と考 えている。これは現在のICT技 術を用いれば容易 に作 ることがで

きるからである。またホームページを置 くためのサーバを無料で貸 してくれ るプロ

バイダも増え、教員が個人的に作ろうと思えば費用負担なしに作ることもできると

い う現状 もそれを後押 ししている。

インターネ ットを用いて大学で行いたい教育の多 くは、円熟 した技術を利用 した

ものであ り、簡単に使 える技術である。 しか し 「他機関との単位互換による授業」

や 「海外機関 との学生 との交流による学習」など、LMSや 新 しい技術を利用 した教

育方法への期待 もあることが読み とれる。次章からの本稿での実践 もこの調査の結

果 と同様に、そのときどきで利用可能な技術を活用 した り、新 しい技術 を利用 して

行ってきたものである。

4.経 営学部 にお けるICT活 用教 育の実践

本章では経営学部で行ってきたICT活 用の実践の試みについて紹介する。それ を

何故行 う必要があったか、そ してその効果 と問題点が紹介 されている。項 目的には

3章 の表1に 示 したインターネ ット利用要求の高いものの一・部が実践 されている。

41Webに よ る教材 や シ ラバ ス の提 供

(1)目 的 と方 法

Webサ ーバ を利 用 して 、 シ ラバ ス や教 材 の提供 を1995年 よ り行 っ てお り、 現在 は

外 部 プ ロバイ ダのサーバ を利用 して提供 してい る。

Web教 材 を学 生 に利 用 させ た い と考 えたのは二部授業 を担 当 した ときか らである。

二部学生は仕事で授 業に出席 できな くなることが多 く、 どこまで授業が進 んだのか、

課題 として何 が出 されたか を友人 にも聞 くことができなかった。 特に コン ピュー タ

の演習 を伴 うよ うな授業 にはついてい くことが難 しくなってい た。 そ こで、 どこま

でや ったか、課題 は何かをWebか ら見 る こ とが で きれ ば、 単位 取 得 を断念 させ る こ

とな く履修 させ ることがで きる と考 えた。 これは社会人 を対象 とす る遠隔授 業の発

展 にも同様 の 目的がある と考 え られ る。以後 、教材 を徐 々に整備 し、全ての科 目の

教材 をWebに あ げ る よ うに した。
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教材やシラバスだけでなく、 レポー ト課題な どの採点評価についてもWebに 載せ

た。それは学生達が どのように採点されたのか、全体としてどのような傾向があっ

たかを知ることができるようにすることが 目的であった。

(2)効 果と問題点

1995年 当時の学生達は自宅か ら大学のWeb教 材を読む環境はあま り無かった。 し

かし大学に来てそれを読むことで、上記の問題は解消された。

教員にとっては教材プ リン トを配布する必要が無 くなったこと、良く聞かれる質

問の解説 もWebに あげることにより、授業時間を効果的に使 うことができた。その

他の効果 としては、過去の教材 にフィー ドバックしなが ら次年度の教材を作 り直す

ことができたことである。 このことの教員にとってのメリットは大であった。ICT

技術の進展は早く、情報関連の授業においては毎年教材を改訂する必要がある。 し

かし教材を部品として作成 してお くことによって再利用が可能 となるか らである。

過去に作成 した印刷べ一スの教材はどこにあるかを探すのは難 しい。教材 をWebに

あげることが、過去の教材を含 めてコンピュータ上の教材データベースとい う資源

を教員に与えてくれたことになる。

ただ し良いことばか りではない。教材を授業前までにはWebに 上げなければなら

ない。学生は 「自宅のパ ソコンでWeb教 材 を印刷 したいので授業の前々 日までには

Webに あげて欲 しい」 と要求するので、教員は教材作成に追いまくられる。また授

業はスケジュール どお りに進むわけではな く、その場合は、授業後に教材を修正 し
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なければならない。更新 していないと欠席 した学生から 「どこまで進んだのですか?」

とい う質問メールが来 る。 しかし教材が改訂 されていくために、次の年の講義スケ

ジュールを検討するときの資料 とすることができる。過去の履歴教材データベース

としての価値があることは確かである。

採点評価をWebで 掲示したものの、それほど多くの学生が見ていたわけではなかっ

た。それは各 自の成績ではな く、全体評価だったからかも知れない。 しかし、今後

も採点結果に対する考察を読むことは大事なことであることを教育 しつつ、Webに

上げていく予定である。この評価も次年度の試験問題を作成するためのフィー ドバッ

クデータとして教員にとって有益である。

4.2メ ー リング リス トと電 子掲 示板 の 利用

(1)目 的 と方 法

メー リング リス トはゼ ミ生を対象 に、教員 か らの連絡 と学生が質問できることを

目的 として行 った。頻繁 に学生 に電子 メール を送 ることに よ り、授 業の時間内だけ

でな く、ゼ ミ員 としての 自覚を持たせ、学習への意欲 を喚起 し、学習へ の動機付 け

を与 えることがで きる。

電子掲示板は授業一般 の質問用、ゼ ミ用 、学生同士用、卒業生用 を用意 した。 こ

れは電子メールほ ど緊急 ではないが、情報の提供、議論の場 とす ることが 目的であっ

た。

(2)効 果 と 問題 点

電 子 メー ル に よ り伝 達 事項 を徹底 で きるこ とは教員の効用 であ り、学生に とって

もや らなければな らない こ とを確実にす るこ とができるメ リッ トがある。学生同士

に とって もゼ ミの仲 問 とい う共通意識 がめばえ、電子 メール の交換 を頻繁 に行 い、

グループ活動 を活発 にす るこ とがで きた。 また学生 は直接教員 に会 って話す ことは

できな くて も、電子 メールでは相談で きる とい うこともあった。

教員 に とってのメ リッ トが大 きい ことは授 業 中に話す のを忘れた こと、また資料

が見つかった ときな どにす ぐに学生に連絡 できることである。いつ も学生 と繋 がっ

てい る とい うこ とは学生 に とって もゼ ミ員 としての 自覚を持つのに役立 った。

問題 としては、学生 は毎 日大学 に来 るわ けではな く、大学が与 えた電子メールア

ドレスの電子 メール をあま り利用 しない とい うことであ る。ゼ ミ員全員が 自宅 にイ

ンターネ ッ ト接続 のパ ソコンを持ってい るわ けで もなかった。そのため携 帯メール

ア ドレス、大学の電子 メール ア ドレス、 自宅か ら読 める個人の電子 メール ア ドレス
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を含めたメー リングリス トを利用 した。資料などのファイルはWebに 置き、それを

参照するようにとい う指示の電子メールを送るとい う方式に していった。 これによ

り携帯に電子メールをもらった学生が大学のパソコンでファイルをダウンロー ドす

るとい うような事が可能 となった。学生からの苦情は教員から夜討ち朝駆けで電子

メールが送 られるのが困ると言 うことであった。

電子掲示板についてはゼ ミ員以外の知 らない人に読まれることか ら、あま り活発

に利用 されなかった。初期には電子メールで学生に送った文書を電子掲示板に載せ

ることで後でも参照可能にするようにしていた。これは情報の順序や構造に従って

参照することができるからである。 しか し、電子メールでの連絡頻度が高くなるに

つれて電子掲示板はあま り利用されることが無 くなっていった。ただ し、授業の質

問用電子掲示板は学生が質問するために利用 されている。いつでも質問でき、また

他の学生の質問と教員の答えを電子掲示板で見ることができるからである。

遠隔教育における問題点として、電子メールによる学生か らの質問に回答するこ

とが大変であるとい うことがよく言われるが、授業やゼミに限ればそれ程ではない。

それは対面授業を行いながらの電子メールの利用であるからである。

4.3授 業 評 価 用や 学 生登 録 用CGIの 作 成

(1)目 的 と方 法

CGI(CommonGatewayInterface)を 用 いて 画 面 フォ.___ムを作成 し、Web上 か ら学 生

にデ ー タを入 力 させ れ ば 容易 に集 計す るこ とができる。 これ を用いて授業評価用 ア

ンケー トを作成 し、それを もとに授業評価 を行 った。経 営学部では学部 として授業

評価 を2000年 度 よ り行 ってお り、 それ を手 作業 で集 計す る必要があった。利用 の 目

的は集計 を容易 にす ることで あった。 また5章 で述 べ るNetTutorを 利 用 す る際の ユー

ザ登録 の た め に もCGIを 利 用 した。

(2)効 果 と問題 点

これ は教員 の作業負 担 の軽減 とい う効果である。学生にとってはWeb上 のア ンケー

トに答 え る とい う学習 を した効果であ る。大学全体 で授 業評価 を行 うよ うになった

2003年 度 以 降 はCGIを 利 用 して い な い。 しか し 自分 で集計す る方が学生の生 の声 を

聞 くこ とができるよ うで好ま しかった とい う感 もある。

アンケー トのよ うなデー タについては授業に出席 してい る学生のみの入力 を集計

すれ ば良 い。 しか しユーザ登録の よ うな場合には欠席者対応 も行わなけれ ばな らず、

手作 業での作業 も必要 となった。CGIの 利 用 と して はア ンケー トが 好 ま しく、今後
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2.撹 業をよりよいものにするため1=、この撹業の良かったと思う点、改善が必要だと思う点などについてA意 見を述べ

て下さい。

一
図2

も利 用 して い く予 定 で あ る。

授 業評価の アンケー トCG1の 例

4.4課 題 レポー ト提出や教材提供のための共有ファイルの利用

(1)目 的と方法

学生の レポー ト課題はプ リン トして提出させると、どのようなプロセスで作成 し

たかを見ることはできない。またゼ ミでは教材や資料を共有する必要があり、共有

ファイルの利用が必要であった。現在ではパ ソコン演習室に科 目別 ・担当教員別の

共有フォルダがあ り、教材や資料を置いたり、課題提出用 として多くの教員から利

用されている。

(2)効 果と問題点

教員にとっては、ファイル形式で提出された課題であれば、学生がいつ作成 して

128



研究論文●経営学部における教育へのICT活 用の試み

い つ 更 新 した のか 、Exce1の 式 は あっ て い るか 、 プ ログ ラ ム は実際 に動 くかな どの

詳細 な情報 まで見 ることがで きる。 また紙ベース と異 な り、教員 の過失 で紛失す る

こともな く、一括 して採点で きるとい うメ リッ トがある。学生に とって もプ リン ト

して提 出 とい う余計な手 間を省 くことができる。

問題点 としては提出先 フォル ダを間違 えて他の学生 フォルダの下 に課題 を提 出 し

た り、提 出できた と思い込んで提 出 していないこ とがあった ことである。最近 はこ

の よ うな失敗 は少 なくなって きている。

その他 の教員 のメ リッ トとしては、優秀 な学生の作 品を保存 してお き、次年度 の

学生 にそれ を紹介す ることができ ることである。最初 の授業で過去 の学生作 品を紹

介 し、 この授業 を履修す るとこの よ うなことがで きるよ うにな るとい う動機付 けを

す るこ とができる。学生 に過去 の作品 よ り良い物 を作成 しよ うとす る意欲 を喚起 さ

せ るこ ともできる。具体的 な作 品 としては基礎 演習や演習な どのゼ ミで作成 したプ

レゼ ンテーシ ョン集や プ ログラ ミングの授業やデー タベースの授業で作成 させた 自

由課題 のプ ログラムやデー タベ ースが ある。 これ ら作 品群は年 々、品質が向上 して

きてお り、学 生の情報 リテ ラシー能力の推移 を把握す るために も有益である。

ゼ ミにおけ る効用は、共 同 して文書や表計算 シー ト、プ レゼ ンテーシ ョンファイ

ル な どを作成 できることで ある。ゼ ミはグループ作業 であ り、rf..用フ ァイル を用 い

る こ とに よ りこれ を効果的 に行 うことができ、協同活動 を実現す るこ とがで きる。

現在で は学 生達が 自発 的にテーマ毎の フォル ダを作成 し、そ こに共通資料 を提供す

るよ うになってい る。 これは学生 がフォル ダ別 に情報 を整 理 してい くことの必要性

を理解 してきてい るか らで あ り、過 去の フォル ダ群 を参考にす るとい う能力 も養成

されてい る。

4.5ゼ ミ にお ける グル ー プ ウ エアの 利 用

(1)目 的 と方 法

ゼ ミ活動 で は、 ス ケ ジ ュール管理や共有 ファイル を利 用 したい ものである。特 に

4年 生 にな る と学 生 が 大 学 に来 る 日数 は少 な くな り、共 同 ・協 同作業が難 しくな る

傾 向が ある。 それは大学の共有 フ ァイル は大学内で しか見 ることがで きないか らで

ある。そ こで 自宅 か ら共有フ ァイル を利用す るこ とのできるWeb上 の グル ー プ ウェ

ア を使 うこ と と した。2002年 度 に は試 用版Cybozeグ ル ー プ ウ ェア を導 入 して利 用

した。 その利用の効果 については学生の卒論テーマ とし、学生 の立場で評価 させ た

【注4】 。
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(2)効 果と問題点

グループウェアはもともとff同 ・協同作業を支援するためのものであ り、ゼ ミの

協調学習をするために有効であった。共有ファイルを使 って卒論作成のために調査

した資料や レポー トを参照 し合 うだけでなく、掲示板を利用 して議論することがで
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きるからである。 これは電子メールや掲示板を利用 して行 うこともできるが、グルー

プウェアとい う中で行 うことによりゼ ミとして集 中して行 うことができる。

グループウェアのスケジュール管理は4年 生の学生に特に有効であった。4年 生の

前期は就職活動などでゼ ミに出席できない学生が多い。学生のスケジュールを登録

させることにより、誰がいっ どの会社の採用試験を受けているかを教員が把握する

ことができた。学生にとっても教員のスケジュールを見て、研究室を訪ねる時間を

判断することができた。学生同士では就職活動での情報提供を電子掲示板に載せる

な ど、就職活動の対策を行 うことができた。

グループウェアは各 自のユーザIDで ログインして行わなければならないため、ゼ

ミ員 しか見ることができない。電子掲示板では少なかった発言が、グループウェア

の電子掲示板では非常に活発になった。これは新 しい友人関係を作るにも有効であっ

た。特に有効であったのは回覧板である。電子メールの代わ りに回覧板を多用 して

いった。回覧板には学生がその内容を見た 日時が表示 されるからである。また回覧

板には見た後にコメン トを入れ る欄があり、全員がそれに対 して意見を言 う習慣 も

ついた。

指導 していないのに学生達は各 自の画面の模様や形式を自分の好きな形にカスタ

マイズしていた。またア ドレス帖を利用 したりと、グループ活動以外に個人利用の

ためにも活用 していた。Cybozeの ソフ トの使い勝手が良く、便利であったからで

あろ う。

問題点 としてはこのようなグループウェアは高価であり、ゼ ミのために購入する

ことは難 しいことである。現在は無料のグループウェアを利用 しているが、機能 が

Cybozeに 比較 して少ないためあま り活用 されていない。役に立つ良い ソフ トウェ

アを導入すれば教えなくとも学生は活用するとい うことである。

4.6プ ログ ラ ミング授 業 用FAQ集 の 開発

(1)目 的 と方法

プ ログ ラ ミン グの授 業 で はプ ログラム作成の課題 がだ され る。学生達 は授 業時間

外 でプログラムを作成 しなけれ ばな らない。プ ログラム作成 にはエ ラー はつ きもの

であ り、エ ラーがでて もその意 味が分か らない と、や る気 を無 くして しま うこ とが

多い。 このた め、FAQ(FrequentlyAskedQuestion)集(よ くあ る質 問 へ の 回 答集)

を作 成 してWebに 載せ る こ とに よ り、 いっ で もエ ラーや使い方の意 味が分か るよ う

にす るこ とが 目的であった。作成 にあたっては、2001年 度 の プ ログ ラ ミン グ入 門 の
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授業 のTA(TeachingAssistant)に 、授 業 時 間 内 に質 問 され た項 目をそのまま質問項 目

と してメモ し、その回答集 を作成 して貰った。それ をWebに あげ て 、学 生 が い つ で

も見 る こ とがで きるよ うに した。質問回答項 目は、現在64個 あ り、 そ の 同答 項 目の

中 か らも相 互参照で きるよ うになってい る。

(2)効 果 と問題 点

学 生 はエ ラー の意 味 が 分か らな くな った ときに必ずFAQ集 を 見 る とい う行 動 は

とって い な い。それ は質問 したい と思ってい る項 目と同 じ質 問項 目を捜す のが大変

だか らであ る。 これ については質問 を自由語形式で記入 して検索で きるよ うにす る

必要が あると考 えている。 またFAQ集 の解 説 を充 実 させ る こ とも必 要 で ある。
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4.7携 帯電話による出席管理

(1)目 的と方法

教室で授業を行 う場合は出席カー ドを学生に配布 し、それを回収 して集計を取る

作業が必要 となる。そのような出席管理には配布回収の時間とその後の集計作業に

多 くの時間を費やす必要がある。この作業負担を軽減するために2003年 度の情報シ

ステム設計論で、携帯電話による出席管理を行った。

現在ではほとんどの学生が携帯電話を所持 してお り、携帯メール を送受信す るこ

とに慣れている。携帯メールを教員に送ることが学生の出席になるので、学生は授

業に出ていなくても出席 メ0ル を送 ることができてしま う。 したがって、小テス ト

や各 自の意見を課題 として電子メール本文に記述 させ、授業の途中に教員に送 らせ

ることとした。

2003年 度の学生履修登録者205名 の うち携帯電話を持たない学生は1名 であり、

その学生に対 しては出席カー ドで対応 した。授業終了後に受信 した電子メールで出

席の集計を行った。

(2)成 果 と問題点

初期の目的は出席管理を容易にす ることであった。 しかしその 目的以上の成果を

得ることができた。それは学生達が小テス トの答えだけでな く、授業に対する感想

や意見または質問を一緒に送ってきたからであった。毎回の授業時間に紙べ一スで

小テス トを課 して採点 して評価す るには労力がかかる。 しか し電子メール形式であ

れば簡単に採点することができ、学生が分からないことに対 してす ぐに次の授業で

フィー ドバ ックすることができる。これは教員にとっては思いもかけない効用であっ

た。それ以降は出席 を取るときには質問事項 も入れ ることを課 した。

学生の反応をみ ると、 「楽 しんで」携帯メールを作成 していた。授業中はつま ら

なそ うに聞いている学生 も、出席を取る段になると真剣に携帯メール文書の作成に

とりかかっていた。文書入力にかかる時間もパ ソコン演習室で入力 させ るよ り早い

のではと感 じるほどであった。

問題点 としては、指示 どお りの形式に電子メールを作成 しないこと、たとえば半

角数字で学生番号を入力しなさい とい う指示に、全角数字や 自分の名前を入れる者、

またその両方を入れ る者がお り、集計段階では手作業で直 さなければならないデー

タもあった。また殊勝な学生が、出席 していない学生に課題や小テス トの答えを電

子メールで教えてあげることが起 こった。出席 していない学生が出席メールを送 る

ことができたわけである。 この対策 としては時間を決めて電子メールを送信 させ、
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それ以降の出席は受け付けない とい う処置をとった。それでも携帯電話の電池切れ

のため電子メールを時間内に電子メールを送れなかったなどのような理由をつけて、

時間を過ぎての提出も結構あった。それ らについては内容を吟味の上、評価 した。

携帯メールで出席を取ることについて、学生には最初の授業で説明し、了解をとっ

た。教員に携帯メールを送 るとそのア ドレスを教員が知 ることになること、 しかし

それ らを教員が出席を取る以外には利用 しないこと、また悪用は しない とい うこと

説明 した。異議がある場合はこの方式はとらないことも説明し、学生の意見を聞い

た。その結果、学生からの異議や問題点の指摘はなかった。 しか し個人の所有 して

いる情報機器を大学の教育に利用することにな り、問題はあると考えられる。将来

的には、携帯電話が持つ程度の機能を持った学生机上の情報端末の設置がこの機能

を代用 してくれることを期待 したい。

4.8画 面転送 ・表示機能の利用

(1)目 的と方法

パ ソコン演習室での教育には、教員の画面を学生画面に表示 した り、学生の作業

状況を監視する機能は必須のものである。現在のパ ソコン演習室にはこの機能があ

り、教員の画面を見せるだけでなく、学生の画面を他の全員の学生画面に表示 させ

ることができる。

(2)成 果と問題点

学生にとっては、教員の操作手順を見ながらでないとソフ トの使い方を学習する

のは難 しい。また学生の作業進捗状況を監視できることは、教員が次の説明をす る

タイ ミングを見つけることができること、分か らなくて困っている学生を見つける

ことができるなど、その効果は大きい。学生画面に教師画面を表示すると、その間、

学生は学生パ ソコンを操作できなくな り、授業に集中できる。操作に集中して授業

を聞かなくなることが無いように、重要な内容の講義は学生画面に教師画面を表示

しなが ら説明をすることができる。

また学生の間違った思考プ ロセスや、教員の思考プロセスを見せることは教育方

法 としても効果がある。たとえばプログラミングの授業では良く起こると思われ る

エラーのでた学生プログラムを、全ての学生画面に表示 させ る。そのプログラムの

どこが問題であるか、そ してその修正法を見せることにより、学生に間違いの見つ

け方 とその修正法を理解 させることができる。また、修正する段階で、どこを調べ

れば良いかをWebの 教材を参照するとい う過程をも示 しながら説明す ることができ
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る。学 生 は教 師 の思 考 プ ロセ スを学習 した こ とになる。

5.LMSを 利 用 した 教 材 の 導 入 と 自 己 学 習 用 テ ス ト問題 集 の 開発

5.1NetTutor導 入 の 背景

経 営 学 部 で は2002年4月 よ りの 高等 学校 「情 報 」 教員 免 許 の認可 に基づ き、新 し

いカ リキュラムに従った情報教育を開始 した。1年 生 には コン ピュー タ概論(2単 位)、

コ ン ピュー タ基礎 演 習(2単 位)、 コ ン ピュー タ応 用 演習(2単 位)が 必須 と して課 せ

られ て い る。1年 次 の 間 に2年 次 以 降 に利 用 され る科 目で必 要 と考 え られ るICTを 習

得 させ よ うとい うもので あ る。 対象者 の総数は約600名 で あ る。

これ ら演 習 系 の授 業 を行 うにあた って、教育に関す る外的要求 と内的要求 を考慮

す る必要があった。外的要求は情報倫理教育であ る。 コンピュー タ基礎演習の授業

にはイ ンター ネ ッ トを利用す る演習がある。イ ンターネ ッ ト上 では、学生 は知 らず

にネ ッ トワ.___ク上 の トラブル に巻 き込 まれ る可能性 がある。誰 でも簡 単に加 害者 に

も逆 に、被害者 にもな る可能性 があった し、また実 際に トラブル に巻 き込 まれた学

生達 が居 た。 したがって大学や学部 に対 して外部 か らク レームが来 ることの無い よ

うに、イ ンターネ ッ ト利用す る授業 を行 う前 に情報倫理 を十分 に学習 させ る必要が

あった。

内的な要求 としては教育 にお ける知識 の定着化 であ る。 コンピュー タを実際に用

い る授 業では、学生は コンピュー タの操作 に集 中 して しま うことが多い。知識 の定

着化 を図 るためには実 際にコンピュー タを長い時間利用す ると共 に、学生 自身が考

える時間が必要である。授業時間内でそれ らの ことを十分に満足す ることは難 しく、

また レポー ト課題 では どのよ うな効果が得 られ たか を測定す るのは難 しい。そ こで、

主体的にiし か も 自分 のぺ0ス に合 わせ て学習 で き る 自己学習型 のWBT(WebBased

Training)を 用 い て学 習 させ る こ とが 必要 で あった。

5.2NetTutor導 入 の 目的

教員 の労力 削減 のた めの支援、そ して教育その ものを支援す るためにイ ンターネ ッ

トの道具 を利用す るこ とはそ う難 しくはない。 しか し、学習教材 を統一的に作 った

り、学生の 出席管理 を行 うためにはLMSの プ ラ ッ トフ ォー ム が必 要 とな る。 また個

人で開発で きる教材 には限 りが あ り、学生に とって必要な教材 を教員 が全 て開発 し

て提供す るのは難 しい。

経営学部 では2002年10月1日 よ り野 村 総 合研 究 所 開発 のNetTutorと い うLMSを 導
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入 し、その上に情報倫理 の コンテ ンツを購入 して利用 を開始 した。 またNetTutorの

上 で オ リジナル コンテ ンツ を開発 した。 このLMSは 成績 管理 、進 捗 状況 管 理 が あ り、

ま た教材作成のためのオーサ リングツールが用意 されてい る。統合 的なe-Learning

環境 をサ ポー トす る まで には至 らないが、安価 であるこ と、市販 の コンテ ンツが充

実 してい ること、またSCORM【 注5】 対 応 の 教材 を利 用 可 能 で あ る ことか ら、将来

性 をも考慮 して導入す ることに した。

5.3情 報倫理教材コンテンツの導入

(1)目 的と方法

情報倫理教材 コンテンツ導入の目的は、5.1で述べたように4年 間に渡ってインター

ネッ トを利用す る学生達に問題が起こらないようにす ること、 自己学習 して欲 しい

ことであった。情報倫理の知識 を十分に理解 し、実際にコンピュータを利用すると

きに実践できる能力を養成するためには、座学の授業だけでは難 しい。学生達は1

年生の前期の半ばか らインターネッ トを利用す る授業があ り、早期に教育を行わな

ければならなかった。 甲

これを解決するために、市販の 「情報倫理」のWBT教 材 を購入 して、各自イン

表2NetT。turの 倫 理教 材 コンテンツの 内容

第一 章 ネットワーク社会 ネットワーク社会 とは、運用規則を守ろう、

第 二 章 ユ ー ザID、 パ スワー ド

ユ ー ザID、 パ スワー ドとは 、 パ スワー ドの 重 要 性 、

パ スワー ド設 定 の ル ー ル 、 ユ ー ザID、 パ スワー ド

の 流 出 、 パ スワー ド流 出 に よる被 害 、 不 正 ア クセ

ス禁 止 法

第二章 電子メール 、

電子掲示板 、チャット

電子メール について、電子メールのガイドライン、

電子メールによる被害、電子掲示板について、チャッ

トについて

第四章 電子商取引
電子商取 引の概 要、電子 商取引、インターネット

ショッピング、暗号化と電子署名

第五章 情報発信とブラウザ
インターネットの仕組み、情報発信 について、ホー

ムページの制作、ホームペ ージ運 用のマナー

第六章 著作権
著作権とは、著作権の侵害、他人の著作物を利

用する場合

第七章 ネットワークセキュリ

テイ

個人情報とプライバ シー 、セキュリティ対策 、コン

ピュー一タウィルスについて
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ター ネ ッ トの授 業 を受 け るまでに 自己学習形式で学習す ることを課 した。 この教材

は、全部 で7章 か らな り、各 章 には チ ェ ックテ ス トがあ り、最後 には修了テス ト5章

(全100問)が あ る。 学 生 は これ らの教材 を読 んで、チ ェ ックテ ス トを行 う。最後 の

修 了テス トを受 けて どの程度理解 したかを各 自で判定す る。学生は これ らを授業以

外の時間帯に各 自で行 うことが課せ られ てお り、その修 了テス トの成績 はコンピュー

タ基礎演 習 の成績 の一部 としている。

実際には2002年 の コン ピュー タ応 用演 習 、2003年 と2004年 の コ ン ピュー タ基 礎 演

習 で 実施 した。その内容は表2に 示 す もの で あ る。

(2)実 施 状況 と問題 点

詳 細 な学 生 の実習 プロセスの評価 につ いては次 回に紹介す る。 ここでは、学生利

用画面 と2003年 度 の修 了 テ ス ト(筆 者 授 業 担 当分 のみ)の 結 果 を紹 介 す る。

実 施 時期:2003年4月 ～7月

実 施科 目:コ ン ピュー タ基礎 演習

修 了 テ ス ト:各20問 づ っ5章(全100問)

修 了 テ ス ト形式:多 岐選 択 問題

図6NetTutor学 習 画 面(2004年 度 版)
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修了テス トは100%正 解になるまで何度も挑戦することを課 した。学生達の修了テ

ス トの挑戦回数についてまとめたのが表3で ある。

表3情 報倫理教材の修了テス トの実施回数

修 了テスト1 修 了テスト2 修 了テスト3 修 了テスト4 修 了テスト5

平均 2.98 2.04 1.fi4 1.71 1.80

中央値 3 2 2 2 2

最頻値 2 2 1 1 2

標準偏差 1.69 0.95 0.74 0.89 0.79

分散 2.84 0.91 0.55 0.80 0.62

最小 1 1 1 1 1

最大 8 5 4 5 4

標本数 45 45 45 45 45
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表か ら分かるように、修了テス ト1は 約3回 の挑戦で100%正 解になり、修了テス

ト2以降は約2回 以下の挑戦で修了できている。実際に個々の学生のや り方を見てい

ると、教材 を読まないで修了テス トに挑戦 している学生がいる。 しかし教材を読ま

ない とできないことを理解 してか らは、教材 を読むため、修了テス ト2以降は挑戦

回数が少なくなっていると考えられ る。

また修了テス トのや り方 としては毎週1章 づっ問題に挑戦するのではな く、多 く

の学生が締切間際にまとめて行 っていた。逆に、利用法を教えたその 日に全部やっ

てしま うとい う学生もいた。

まとめてテス トを行 うことに特に問題は無い。 しか しテス トを終わらすことが目

的となって、テス トが終われば忘れて しまったのでは困る。2004年 度 か らは情報倫

理 コンテンツには情報倫理に関す る新聞記事が100タ イ トル追加 された。これ らの

記事を適宜利用 しながら授業を進めることも必要であると感 じている。

自己学習型の教材のメリットは学生がいつでも空き時間に自分のペースで学習す

ることができることである。実際に楽 しんでやっている学生 もいれば、締切間際に

友達に答 えを教えてもらいながらやっている学生もいた。結果 としてネ ッ トワーク

トラブルに巻き込まれないような学生が育成できたかとい うとその評価はまだでき

ていない。アンケー トなどをとお して、その教育効果を評価 していくことが今後の

課題 として残っている。

5.4表 計算 ソ フ ト用テ ス ト問題 集 の 開発

(1)目 的 と方 法

コン ピュー タ応 用演 習 は1年 次後 期 に開 講 され る1年 生 に必 須 の科 目で あ り、 コ ン

ピュー タ基礎演 習の次 の科 目と位置づ けられてい る。 この科 目の 目的は、表計算 ソ

フ トを用いて経営学部 の学生に必要 とされ てい る問題分析の基礎か ら応用までが理

解 できるこ とである。 この科 目は教科書 「社会科学 系の コンピュー タ リテ ラシー一

コンピュー タ活用の基礎 一」を用 いて、複数の教員 で担 当 している。教 育内容 と し

てはそ の教科書 の統合型 ソフ トウェア 「MS-Excel」 の 章 を教 え る こ とで あ る。 た

だ し後 期14回 の授 業 内容 と して は十 分 で は ないので、指導項 目のみ統一 し、教科書

で足 りない分 は各担 当教員 に任せ てい る。

指導項 目の決定 については、事前 に経営学部の専門教育担 当の教員へ どのよ うな

知識 が必要かについてア ンケー ト調査 を行 った。その結果、ゼ ミで卒論 を書 くため

に必要 な分析 のた めには初級 のExcelで 十 分 で あ る とい う意 見 が多 数 を 占めた。 し
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か し、ゼ ミ担 当教員 に よっては 中級 レベル のExcelま で欲 しい とい う意 見や 、 経 済

産 業省 主催の情報処理技術者試 験の初級 システムア ドミニス トレータ試験(シ スア

ド)問 題 程度 は取 れ る こ とを 目標 と したい とい う意見 もあった。

これ らの ことを考慮 し、また学生 の履修後 の基本的知識や能力 レベル を同 じに し

たい こ とか らWBTを 開発 す る こ と と した。 授 業 の進 行 に合 わせ て10回 分 を用 意 し

た。 第1～8回 まで は教 科 書 に沿 っ た 問題 、 そ して、X9,10回 は シス ア ドの午 後 問題

のExcelの 問題 を利 用 した。 第1回 か ら8回 ま で は 、 各 回5問 の多 岐 選 択 の 問題 で あ

り、 これ らも第8回 ま で は修 了 させ る こ とを コ ン ピュー タ応 用演習修了条件 の一つ

と した。9,10回 は 自由に挑 戦 す る こ とが可能 な 問題 とした。

(2)実 施状 況 と問題 点

実施 時期:2003年10月 ～2004年1月

実施 科 目:コ ン ピュー タ応 用 演 習

テ ス ト問題:各 同5問 づ っ10回(全50問)

第1同 ～8回 ま で は授 業 に沿 った 問題1必 須 テ ス ト問題

第9回 ～10回 は シス ア ド試 験対 策 問題:自 由挑 戦 テ ス ト問題

テ ス ト問題 形 式:多 岐選 択 式

図8がWBTの テ ス ト問題 例 で あ り、表4は 学 生 が こ のテ ス ト問題 集 に挑 戦 した回

数 を集計 した もので ある。
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図8表 計算ソフ ト用WBTの 画面例

表4表 計算ソフ トテス ト問題挑戦回数

第1回

EXCEL

の基 礎

第2回

式 とグ

ラフ

第3回

相 対 ア

ドレスと

絶 対 ア

ドレス

第4回

式 と関

数

第5回

データ

操作

第6同

集 計 と

表引き、

CSV形

式

第7回

ピ ボ ッ

トテ ー

ブ ル と

ヒストグ

ラム

第8同

回帰分

析 と分

析ツー

ノレ

第9回

シスア

ド試 験

問題

第10回

シ ス ア

ド問題

平均 4.4 4.3 3.9 3.7 3.0 3.0 3.0 5.7 4.1 2.4

中央値 4 4 3 4 3 3 3 4 2 2

最頻値 2 4 3 4 1 4 4 1 1 1

最小 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1

最大 13 10 13 9 6 10 8 40 16 7

標本数 46 46 46 45 45 45 43 43 19 17
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学生には80%以 上を取 ることを課 したがほとん どの学生が100%に なるまで、挑戦

していた。 これは前期 に100%合 格 しなければな らなかった情報倫理のWBTを 行っ

たためと考えられる。またこのコンテンツには教材がなく、テス ト問題だけであっ

たせいか、情報倫理に比べて4回 と平均挑戦回数が多 くなっている。問題が難 しかっ

たとい うことも否めない。事前に解説付でチェックテス ト問題 を作成 してお くこと

が必要であった。

情報倫理 と同様に締切間近にテス ト問題を行 う学生が多かった。他の学生に答え

を教えてもらっている学生もいた。また問題が難 しかったせいか、手を付けられな

い と感 じた学生達は分担 して総当た り方式で 「正解 を捜す」 とい うこともあった。

このようなことに対 しては、2章 で示 したようなサン ドイ ッチ型の教育方法が適 し

ていると考えられ る。 これは授業前までに学生にWBTで テス トを行 わせてお く。

授業ではその正解 を示 しなが らまた次のWBTに つなげる授業を行 うことである。

今後は問題内容を易 しくすること、授業前後での利用の仕方を工夫すること、問

題内容 と解説の作成についても検討 してい く予定である。

5.5出 席 管 理画 面 の作 成

(1)目 的 と方法

パ ソ コン演習 室 に は教 師画像 を学生画面に転送 した り、学生画 面を監視す る機能

はあるが、出席 を管理す るシステムは無かった。そ こでNetTutorの オー サ リングツー

ル を用 い て 出席 管理画面 を作成 した。 これ によ りNetTutorに ログイ ン して 出席 ボ タ

ン を押 す だ けで出席 した ことにな る。学生の出席 を登録 した時間に よ り、学生が遅

刻 したかについても集 計す るこ とができる。

(2)実 施状況と問題点

出席管理はパ ソコン演習室を用いるほとん どの授業で2002年 度から利用された。

情報会計1や プログラミング入門などの大人数の履修者がいる授業では特に重宝 さ

れた。

問題点としてはボタンを押すまでに何回も画面をクリックしなければならないこ

とである。NetTutorに ログインした後に出席 をとるとい うことを理解するまでは、

出席管理を使 うことを忘れ る学生もいた。ログインだけで出席がとれることが必要

である。 これはオーサ リング機能に用意 されていないための問題点であ り、出席管

理機能のあるLMSへ の移行を検討する必要がある。
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ユ ー ザIDは 科 目別 ・ク ラス別 に学生 に与 え られ てお り、学生 はそれ ぞれの科 目用 の

ユーザIDで ロ グイ ン しな けれ ば な らな か っ た。1年 次 は学 期 間 で1つ の ユ ー ザIDし

か与 え られ な いの で 問題 は 無 か っ た。 しか し2年 次 生 以 降 は複 数 の ユ ー ザIDを 持 つ

た め、 間違 って他 の科 目へ 出席 をす ることにな る例 も発 生 した。 これ は授 業の始 め

で徹底す るこ とで回避す ることがで きる。最 も心配 していた ことは、友達にユーザ

IDを 教 えて 、 欠席 して い るに もか か わ らず出席 に して も らうとい うことであ った。

これ に対 してはNetTutorの 管理 機 能 を用 い て授 業 中 に 出席 の集計 を行い、人数 を確

認す ることを行った。その結果、問題 は無かった。情報倫理教育が徹底 され、な り

す ま しが行 われなかった ことと評価 できる。

6,ICT利 用 の 教 育 の 問 題 点

本 章 で は4章 と5章 で 述 べ たICTとLMSを 用 い た教 育 へ の実 践 か ら得 られ た問題点

について述べ る。

6.1教 材 開 発 の難 しさ と教 授 法

ICTは 教 育 と学 習 に とっ て有 用 な道 具 である。 しか し学生の学習 のプ ロセスや結

果 と しての成績 を評価 しなが らの実施 となる と、既存 のICTだ けで な く、LMSを 利

用 す る こ とが必 要 とな って くる。 実際にNetTutorと い うLMSを 利用 して教 材 コ ンテ

ンツや テ ス ト問題集 を開発 し使 用 してみて、テス ト問題 開発 の難 しさを理解す るこ

とがで きた。資格試験の よ うに 目標 が明確な もので あれ ば、学生はその試 験用 の問

題 にチ ャ レンジす るはず で ある。 今同 のExcelの 問題 もシ ス ア ド試 験 の過 去 問 題 な

ど も利用 して開発 したわけであるが、実際 には学生 はシスア ド試験 を受験す るわけ

ではない。 試験問題 は単位履修 のための1っ の 教材 に過 ぎず 、 学生 に は難 しす ぎる

ことになって しま った。 これ はイ ンス トラクシ ョナル ・デザイ ン 【注6】 につ い て

の理解 不 足 か ら起 こった ことで ある。

イ ンス トラクシ ョナル ・デザイ ンとい う用語 は米 国では普通 に聞 く言葉で あるが、

日本 では あま りな じみ がない。名 古屋 大学で はWebCTを 利 用 してお り、 教材 開 発

の た め のeラ ー ニ ン グハ ン ドブ ック を発 行 してい る 【12】。 こ こに はイ ン ス トラク

シ ョナル ・デザイ ンの概念 を と りいれ た開発方法論 による教材 開発 が紹介 され てい

る。学習 目標 をたて、対象学習者の特性 を決 定 し、教育戦略 を開発 した後に教材 を

開発 しなけれ ばな らない とある。 さらに実施のフィー ドバ ックを得て教授法の修正 ・

改訂 を行 うこ とが必要であ ると。

自己学習型 のテス ト問題 開発 にこの方法論 を適用 させ るためには学生の学習 プ ロ
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セ ス を蓄積 してお くこ とが必 要 で ある。 対面授業では学生の理解度 の反応 に応 じて

修正 が可能である。 しか し、 自己学習の場合 は修 正が効 かないか らである。今回の

実践で得 られたデー タを基 に、次年度へ の修正 を行 いたい と考 えてい る。 また5.4

で述 べ た よ うに 自己学習 型 と対 面式授業 を組み合わせ た運用形式 をも検討 してい き

たい。

6.2NetTutorLMSの 問題 点 とLMS利 用 の今 後

(1)LMSの 機 能 につ いて

現在 のLMSの オー サ リング ツー ル には多 岐選択式 のテス ト問題作成機能 しか な く、

記述式の試 験問題 を作成す ることができない。多岐選択問題 だけでは限界がある し、

記述式テス ト問題 を作成 できる機 能が必要である。また出席管理機 能 も必要である。

(2)LMSの 自宅 か らの 利用 につ いて

自宅 にパ ソコンを持っ学生が増 えてきた。Web上 の教 材 や コ ミュニ ケ ー シ ョンの

道 具 としての電子 メールや電子掲示板、 グルー プウェアを用いれ ば、 自宅にいなが

らに して教材 を参照 した り投稿す る ことができる。 学生 は 自宅か ら大学の電子 メー

ル は読 めるが、LMS上 の教 材 を読 ん だ り、 テ ス トを行 うことはで きない。大学で行

わなければな らない とい う時間的な制約 のせいで、 自己学習型 のテ ス ト問題 を良 く

読んで考えて回答す るのではなく、パズル的に答 えを当てはめるとい うことが起 こっ

てい るか もしれ ない。時間的制約 が無 く(い っ で も)、 ま た 空 間 的制 約 も無 く(ど

こか らで も)学 習 が で き る よ うにす る こ とが 必要である。

(3)LMSの 運 用 につ いて

ICTを 使 う場 合 と異 な り、LMSを 利 用 す る場 合 は コー ス や 時 間割 毎に学生 を登録

す る必要がある。

学生のLMSへ のユ ー ザ 登録 は毎年 、 方 式 を変 えてきている。2002年 度 はCGIを 作

成 してWebか ら学 生 に 学生 情 報 を入 力 して 貰 って登録 した。CGI利 用 の場 合 は登 録

に失敗 した り、 いつ まで も学生 が登録 しない とい う問題 があった。2003年 度 か らは

教務 課 よ り履修 登録 デ ー タをもらって登録 した。履修登録デー タがで きるのは授業

開始後1ヶ.月 程 あ とにな るので 、 そ の 間 は出席 が とれ ない とい う問題が あった。200

4年 度 か らはWindowsのActiveDirectoryの 機 能 を 用 い て パ ソ コ ンに ロ グイ ン した情

報 か らユーザIDを 登 録 す る方 法 に した。 これ が現 在 の最 も適切な方式 ではあるが、

出席 しない学生の対応な どまだ多 くの手作業が必要 とな る。

Web履 修 登 録 が で き る よ うにな り、履 修登録情報 がす ぐに貰え るよ うになれ ば、

多少 改善 され ることと考 え られ る。
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(4)LMS利 用 の今 後

LMSに つ い て は2章 で述 べ た よ うに 市販 の様 々 な機能 を持つ ものがあ る。 その他

に神奈川 大学工学部内 田智史先生開発 の授 業管理支援 システ ムWebLec【13】 や メ

デ ィ ア教 育 開発 セ ン ター で 開発 のeラ ー ニ ン グサ イ トを構 築 す る た めのシステ ム

exCampus【14】 な どの無 料 で提 供 され て い るシ ステ ムもあ る。e-Learningの 大 学 で

の利 用 の進 展 はLMSの 機 能 を拡 大 し、 全 て を1つ の シス テ ム で行 う形 に な っ て い く

ことが予想 され る。 しか しその利用 については 自由度の あるもの とし、利用者 の嗜

好 を優 先す ることが必要 と考えてい る。

それは筆者 が神奈川大学在外研究員 として1997年 か ら1998年 に米 国イ リノイ 大学

に居 た ときの体験 にもよる。 当時大学ではす でにBlackBoardやWebCT、Mallardな ど

の コー ス 管理 シス テ ムが 多 くの教員に よって利用 されていた。大学全体や学部間で

同一のシステ ムを利用す るのではな く、教員個 々の好みに従 って システ ムを選択で

きる もので あった 【注7】 。 ま た月 例 でお 互 い にそ の シ ステム を利用 した教育成果

を発表 しあい、教育 の改善に取 り組 んでいた。利用者は理系 の教員 だけでなかった

が、それ はシステム利 用の研修体制や支援体制 が整備 されていたか らである。

教育や学習 に有益 な道具 を使 えるよ うにす ることは学生の質 を高めるこ とにな り

ひいては大学の地位 を高 めるこ とにっ なが る。 自由な選択肢が用意 され、全 ての教

員が満足 できるよ うな学習環境 基盤づ くりと支援体制を推進 していかない と、有益

で あって も道具は使われ ないものになる と考える。

7.教 育 と学 習 を支 援 す る た め に

(1)ICTやLMSの 利 用 は教 育 と学 習 を ど う変 えた か

経 営学部 でのICTとLMS利 用 の実 践 か ら得 られ た教 訓 は 多 い。

もともとは教員 の作業負担の軽減 の 目的で行 われたICTの 利 用 が 、

・ 学生 との コ ミュ ニケ ー シ ョンの場 を形成 し、教育 に有効で あった こと

・ グループ ウェアな どの新 しい技術 に よ りコミュニ ケー シ ョンを活性化 で きた

こと

・ 個 々の学生に対応 した教育が可能 になった こと

・ 教員 対学生の構 造だけでな く、学生対教員、学生対学生の構 造が可能 となっ

た こと

な ど、 コ ミュニケーシ ョンの道具 が教育の進 め方 を変 えることがで きることが明 ら

かになった。ICTに よ り、対 面 式 の 一 方 通行 の授 業 ではできなか った個 々の学生 と
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のインタラクシ ョンが可能 となったことがその要因である。

学生にとっては様 々な教材の提供形態により学習が容易にな り、学習環境が改善

されたことがあげられる。 自宅からの教材のダウンロー ドや、知 りたい ときに直 ぐ

分かるFAQ集 など、学習する上で有用な情報をWebか らいつでも利用できるように

なった。 自己学習型教材の利用は今までの学習形態 とは異なり、新鮮味がある。 し

か しこの教材の利用は利用者 自身で自己管理できることが必要であ り、興味を継続

して教材を利用 させるには教材 を工夫することが必要となる問題は残っている。

教員 にとってのもっとも大きな教訓はICTが 様 々な教授方法の利用可能性 を示 し

て くれた ことである。

ICTやLMSを 利用することによって、教育の方法論である協調学習、モデルベー

ス学習、自己学習などを実施することができた。 これ らの教育方法論を用いた授業

はICTを 利用 しなくても行 うことも可能である。 しかし、ICTを 利用することによ

り簡単に行 うことができる。

ICTを 利用 しないで協調学習をする場合は教室内とい う限 られた場所 と時間で し

か行えない。 しか しICTを 利用すればその問題は無 くなり、また人前では発言する

ことが苦手な学生も議論に参加することができる。協調学習をする際にファッシリ

テータの役割が教員に望まれているのはICTの 利用/利 用 しないにかかわらず、必

要である。

モデルベースの学習は一般にはそれを行 うための準備作業が必要である。ICT利

用の例 として、教師画面を学生画面で見せることは、教師の学習プロセスのモデル

を学生に見せて学習 させていることになる。また学生作品データベースを見せるこ

とは完成作品とい うモデルを見せることになる。

自己学習についてのICT利 用の大きなメ リッ トは自動採点 と個々の学生の学習状

況の管理 を容易にできることである。ICTは 教員の作業負担を減少 させることにも

大きく貢献する。 これ らはICTを 利用 しない方式ではできないことが多い。

ICTやLMSが 無ければできなかったこれ らの教授法を教員に教えて くれたこと、

そ してその利用は学生を主体 とした教育 となること、結果 として、e-Learningで い

うところの学生主体の教育を行 うことができた とい うことである。

(2)ICT活 用やLMS利 用は誰のためのものか

教育における作業負担軽減は教員のためである。また(1)項でも示 したよ うに学

生主体の教育を行 うことができるので、これは学生のためである。
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しか し全 て の科 目でICTを 利 用 で き るわ けで は な く、 ま た全 ての問題 に うま く利

用できるか とい うとそ うではない。従来の教育方法 を用いた方 が うまく行 く場合 も

ある。ICTを 利 用 す るの は 人 間 で あ り、利 用 す るか しないかはその効果 に依存 す る

こ とは当然である。

私情協の 「授業改善奮戦記」に示 され ているよ うに、使 ってみた結果 、新 しい発

見、新 しい教育の展開があった例 もある。 目的に応 じて利用す る方式 だけではない。

システム設計 が ウォーター フォールモデル ではなく、 ラピッ ドプロ トタイ ピング方

式に変わって きた よ うに、様 々な挑戦 を してその効果 を図 る方式 は教育にも当ては

ま ると考 える。 この よ うな挑戦 を行 うこ とので きる情報環境整備 も求め られてい る

と考 え られ る。

(3)ICTを 教 育 に使 え るよ う に して い くた め に

10年 前 と現在 を比較 してそ の情報 の教育 ・学習環境 は大きく変わってきた。 グルー

プ ウェアが10年 前 には企 業 で は使 わ れ て い た ものの、それ を学生 が使 うよ うにな る

とは考 え られ なかった。現在ではフ リーのグループ ウェアがイ ンターネ ッ ト上で利

用できた り、Webサ ー バ を無料 で借 りる こ とが で きた り、電子 メール ア ドレスを無

料で手に入れ ることがで きるよ うになってい る。ICTを 誰 で もが利 用 で き る時 代 に

なっ た。 またそれ を使 うと便利 であるこ とが広 く知 られ るこ とにな り、利用者 の情

報 リテラシー能力が向上 した。 またパ ソコンな どの情報機 器の性能が これ らの利用

を促進 した。っま り、本稿 で示 してきたICT活 用 の 実践 がで き る よ うに な った のは、

「学生 の情報 リテ ラシー能力 の向上」、 「情報環境の整備 」、 「情報機 器性能 の向上」

があったか らである。 円熟 した技術 は使 いやすい。新 しい技術 に挑 戦す るこ とは失

敗の危険 も含 めて リス クがある。実際 に実践 して きた情報活用 の中には捨 て去った

もの もあれば、使 えるよ うに改良をか さねてきた もの もある。情報環境や使 える技

術は一斉 に変 わったのではな く、徐 々に変化 して きたので ある。

グループ ウェア、携 帯メール 、そ してイ ンターネ ッ トブ ラウザな どの使 い勝手が

良 く、利用価値 の高い ソフ トやハー ドは強制 しなくて も学生は使 う。情報環境整備

に求め られているこ とは、その よ うなこ とである。 これ は対象 を学生に限るもので

はない。教員 に とって も利用価値 の高い ものは使 われ てい く とい うこ とである。た

だ し、それが ある こと、そ してその使い方 の紹介や 実践報告の紹介 を しなければ、

その存在 その ものが分 か らない。6.2の(4)で 示 した 米 国の 大 学 の例 の よ うな使 い方

も必要であろ う。 またその時代 時代 にあった情報環境基盤が必要 であることはもち

ろん、新 しい基盤作 りや新 しい技術 の導入 をも考慮 してい くことが必要であろ う。
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新 しい技術はいきなり使 えるよ うになるものでないか らである。

今後 としては経営学部で行っているLMS利 用の試みについての学生の教育プロセ

スを測定 し、その評価をもとに、教育にフィー ドバ ック していく予定である。小 さ

な実践の積み重ねが次の実践の大きなステ ップとなることを期待 したい。
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注

【注1】1990年 頃 か らITの 中 に 通 信 技 術 を 含 め てICTと 呼 ば れ る よ うに な っ て き

た 。 こ こ で は 、 コ ミュ ニ ケ ー シ ョン の 意 味 を 強 調 す る 意 味 で もICTの 用 語 を 用

い る。 こ こ で のICTは 特 別 の 目的 を持 つ ア プ リケ ー シ ョ ン や シ ス テ ム は 除 い た

の と して い る。 パ ソ コ ン を購 入 した ら誰 で もが 利 用 で き る基 本 的 な ソ フ トや ハ ー

ド技 術 を指 して い る 。 ま たCommunicationを 「通 信 」 と訳 して 利 用 す る 場 合 が

多 い が 、 こ こ で は 、 清 水 康 敬 先 生(メ デ ィ ア 教 育 開 発 セ ン タ ー 理 事 長)が 主 張

され る 「コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョン 」 を利 用 す る。 そ れ は 通 信 とい う技 術 で は な く対

話 の た め の 技 術 を 意 味 す る か らで あ る 。

【注2】 私 情 協 の 広 報 誌 、 「大 学 教 育 と情 報 」、 社 団 法 人 私 立 大 学 情 報 教 育 協 会 、

http:〃www.juce.jpこ の 雑 誌 は 年4回 発 行 され 、 協 会 会 員 校 に 対 して 複 数 冊 送

られ て い る。 「授 業 改 善 奮 戦 記 」 はVol,ll、No3、2003か ら連 載 され て い る。

【注3】 各LMSの 詳 細 に つ い て は 次 のURLを 参 照 の こ と(以 下 の 全 て のURLは

2004年5月10日 確 認 済 み)

・BlackBoardブ ラ ッ ク ボ ー ドジ ャ パ ンhttp://www .blackboard-japan.com/

ブ ラ ッ ク ボ ー ドhttp://www.blackboard.com/

・WebCTエ ミ ッ トジ ャパ ンhttp://www .emit-japan.com/

r・・
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WebCThttp://www.webct.com/

・WebClass株 式 会 社 ウ ェ ブ ク ラ スhttp:〃www .webclass.jp/

・NetTutor野 村 総 合 研 究 所 グル ー プNRIラ ー ニ ン グネ ッ トワー ク

http://learningnet.nri.co.jp/

【注4】 ゼ ミで の グル ー プ ウェ ア の 評 価 に つ い て は2002年 度 の 学 生 が 卒 論 で 行 っ た 。

詳 細 は 皆 木 葉 月 、 「グル ー プ ウ ェ ア に よ る 生 産 性 向 上 一 ゼ ミで の 利 用 の 視 点

か ら 一」、 穂 積 ゼ ミ卒 業 論 文 集 、PP155～175を 参 照 の こ と。

【注5】SCORMと は 学 習 管 理 シ ス テ ム と学 習 コ ン テ ン ツ の 相 互 運 用 性 を 高 め る た め

の 規 格 で あ り 、1997年 に ア メ リ カ 政 府 が 進 め る 標 準 化 団 体ADL(Advanced

DistributedLearningInitiative)が 策 定 し た 。 日本 で は 、eLC(e-Learning

Consortium)が 標 準 化 活 動 とSCORM対 応 の コ ン テ ン ツ 製 品 に 対 す る認 定 作 業

を行 っ て い る。http:〃 ㎜.elc.or.jp/次 の観 点 か ら検 討 され て い る。

・CMI規 格(ComputerManagedInstruction)

・LOM規 格(LearningObjectMetadata)

・LM規 格(LearnerModel)

【注6】 イ ン ス トラ ク シ ョナ ル ・デ ザ イ ン

InstructionalDesign(ID)と して 専 門 の 日本 語 の 本 は 少 な く 、 洋 書 に つ ぎ の も

の が あ る。

・Gange
,"PrinciplesOfInstructionalDesign",WadsworthPubCo.,5th2004.

・Reigeluth 、"lnstructional‐DesignTheoriesandModels:ANewParadigmof

InstructionalTheoryvo1.2",LawrenceErlbaumAssocInc.,1999.

しか し、 オ ン ラ イ ン学 習 や 遠 隔 教 育 の 発 展 に よ り、 日本 語 の 本 の 中 に はIDに

つ い て 触 れ られ よ うに な っ て い る。 た とえ ば 次 の 本 の 中 に記 述 が あ る。

・ 玉 木 欽 也 他
、 『eラー ニ ン グ 実 践 法 』、Ohmsha、2003。

・ 赤 堀 侃 司
、 『教 育 工 学 へ の 招 待 一 教 育 の 問 題 解 決 の 方 法 論 』、 ジ ャ ス トシ ス

テ ム2002。

・ 佐 藤 修
、『ネ ッ トラー ニ ン グ ー 事 例 に 学 ぶ21世 紀 の教 育 』、中 央 経 済 社 、2001。

・ 倉 橋 英 逸 他
、 『Web授 業 の 創 造 』、 関 西 大 学 出 版 部 、2000。

【注7】 米 国 イ リ ノ イ 大 学 の 情 報 環 境 な ど に つ い て は つ ぎ の もの に報 告 して あ る。

・ 穂 積 和 子
、 「米 国 と 日本 に お け る キ ャ ンパ ス の デ ジ タ ル 化 」、 第13回 私 情 協 大

会 、 私 立 大 学 情 報 教 育 協 会 、PP.9～14、1999。

・ 穂 積 和 子
、 「イ ン タ ー ネ ッ トに よ る 教 育 環 境 の 変 化 一 イ リノ イ 大 学 一 」、 私 情
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協 ジ ャ ー ナ ルV。1.8,No.2、Fall'99.私 立 大 学 情 報 教 育 協 会 、pp.14～17、1999。

・ 穂 積 和 子 、 キ ャ ン パ ス の デ ジ タル 化 とイ ン タ ー ネ ッ ト社 会 、 平 成!2年 度 教 育

の 情 報 化 フ ォ ー ラ ム 、 私 立 大 学 情 報 教 育 協 会 、pp67～70、2000。
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